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新宿区自治基本条例の推進について

１. 新宿区自治基本条例とは・・・

区民

議会
区

(行政)

区民、議会、区（行政）それぞれがどのような
役割を担い、どのような方法でまちづくりを進
めていくか自治の基本ルールを明確化

基本ルールを条例化することで区民が主役
のまちづくりを着実に推進し、誰もが住みたい、
住み続けたいと思えるまちづくりへ

２. 特色

●区民の定義 ～ 新宿区に関わる多様な主体
  住民、区内で働く者、学ぶ者、活動する者、活動する団体

●子どもの権利保障、
  国際社会との相互理解・協調（多文化共生）の推進

●条例の見直し（４年を超えない範囲での検証）

条例の詳しい内容はこちらから

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index07_8.html
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新宿区の将来の姿に関する研究について

１. 令和7（2025）年度の調査・研究内容

区の特徴・未来予測や個
別トピックのテーマを調査・
研究

研究の詳しい内容はこちらから

２. 研究所レポート2025の内容

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index07_04_01.html

●データでみる新宿区の姿
各種統計データや意識調査結果を用いて区の特徴や全体像を掲示

●新宿区の未来予測
行政需要や経営資源の長期的な見通し、国・都の将来展望を概観

●地域幸福度指標に基づく新宿区のまちの特徴
他自治体との比較分析を通じた、区の「まちの特徴・特性」等を提示

●アンケート調査結果
区における「定住意向」と「ウェルビーイング（幸福実感度・地域愛着
度）」及び「区民である誇り」との関係性の分析結果を考察

区の中長期的な政策立案
の支援と、次期「新宿区総合
計画」や行政計画の策定など
における基本政策・施策への
活用

区の「過去・現在」を知り、
「未来」を考え、区が目指す将
来の方向性や課題を考える
ための基礎資料として作成
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新宿自治創造研究所の機能の移行と閉所

１. 新宿自治創造研究所の機能の移行と閉所

平成20（2008）年4月に

自治体シンクタンクとして
設立し、区が抱える政策
課題を調査・研究し、区の
意思決定を支えるととも
に区政への提言

これまでの研究活動などの
詳しい内容はこちらから

２.今後の情報発信

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index07_04.html

●人口等に関する統計分析
や将来人口推計の内容など

●様々な調査・研究を通
じて区の施策への反映
や職員の政策形成能力
の向上に寄与

●設立から15年以上経

過し、区を取り巻く状況
の変化

区ホームページなどを活用した情報発信

●特別区長会調査研究機構
で調査・研究した内容

【機能の移行後】

●人口等に関する統計分
析や将来人口推計、政策
立案支援は総合政策部企
画政策課にて実施

●特別区長会調査研究機
構の仕組みを活用し、研究
成果を区の施策に反映
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